
■状況 

私の故郷、島根県津和野町では、年々深刻化する少子高齢化によって限界集落が増え、お年寄りの孤独死が心配されています。

この切実な問題に日々向き合っているのが、町議会議員として活動している私の母です。

■機会

そんな母の悩みを解決するヒントを、野田さんとの1to1の際に見つけることができました。「病院の周りにグループホームや就

労施設を配置し、地域全体で障がい者を支える」という福祉ビレッジの構想は、高齢者支援にも可能性を秘めているのでは？と

感じました。母に野田さんの著書とセミナーを勧めました。

■結果 

野田さんの構想に触れた母は、「こんなやり方があるのか！とても勉強になったし、野田さんの想いに深く感動した」と感激し

ていました。津和野町の現状では、医療体制が不十分なため、野田さんの構想をそのまま実現することは難しいかもしれませ

ん。それでも、母は「議会の長期計画として提案してみる」と、その熱い想いを未来につなげようと決意しています。

熱い想いを持たれた「北欧型障がい者福祉施設教育」の野田直裕さんを、私は心から推薦いたします。
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障がい者のみならず、高齢者支援のあり方にお悩みの方へ


